
〔タイトル背景〕左：オカトラノオ（栗野町稲葉崎）　中央：ニホンアカガエル幼生（川内市平佐町）　右：ナナホシテントウ（郡山町八重）
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なんとかなんとかVol.10Vol.10 まできました。まできました。
今回は別紙特集もあり。これからも楽しい情報誌を目指します。今回は別紙特集もあり。これからも楽しい情報誌を目指します。

　ゲンゲというのが和名ですが、一般にはレンゲあるいはレンゲソウ

と呼ばれています。名前の由来は、紅紫色の花が車輪状に並んでいる 

姿がハス（蓮華）に似ていることからです。昭和４０年代頃までは、 

稲刈りの終わった水田にレンゲの種をまき、春にはレンゲのお花畑の

ようになった風景が多く見られました。

根粒菌：マメ科植物の根に根粒を作って共生する細菌で、空気中の窒素を植物が養分と 
　　　　して利用できるアンモニアの形に変える。

左写真：ゲンゲの種子。マメ科なので、ちゃんとマメができます。

　水田にレンゲの種をまくのは、マメ科植物特有の根粒菌により空気

中の窒素を養分として利用できる形に変えることと、レンゲをそのま

ますき込んで緑肥として利用するためです。しかし、近年では化学肥 

料の普及によりレンゲの咲く水田は激減しました。

　またレンゲ蜜は、日本の蜂蜜の代表とも言われ、味には上品なコク

があり、色も淡い黄金色のため、蜂蜜の王様と言われています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（角 成生）

川内市白浜町川内市白浜町



川魚食のすすめ 身近な川魚の
おいしい話⑨川魚食のすすめ

タカハヤ

静岡・富山以西の本州、四国、九州に分布し、南西諸

島にはいない。冷たい水を好むため、主に川の上流に

生息するが、山水や湧水の入る池や水路でも見られる。

雑食性で、体の”ぬめり”が特徴。日本固有亜種。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　（宅間 友則）

タカハヤ

どじょうと見紛うそのぬめり

これも里の小川にすむ川魚、タカハヤ

是非一度賞味されたし

山深い渓流から、湧水混じりの用水路まで
まご

ついたあだ名が「アブラメ」

タカハヤ生姜煮

（コイ科）

シ
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生活名人　　暮らしに役立つ植物達　
　

　外来種のタンポポは、花を包んでいる総苞片
(そうほうへん)が外側に反り返っているのですぐ

見分けがつきます。

　外来種のタンポポは、受粉しなくても種子をつ

ける性質(無融合生殖)があるほか、花粉で在来種

と交雑して雑種を作り分布域を拡大しています。

最近では在来のタンポポをほとんど見かけません。

一見可憐なタンポポの世界ですが舞台裏では激し

い生存競争が繰り広げられているようです。

　　　　　　　　　　　　　　　　（今吉　努）　　

セイヨウタンポポ　（キク科）　花期3～10月

綿毛の様子 外側に反り返った総苞片

　タンポポには、もともと日本にあった在来種
とヨーロッパから帰化したセイヨウタンポポ等

の外来種があります。フランスでは葉の形をラ

イオンの歯に見立て｢ダン･デ･ライオン｣と呼ぶ

そうで、古くから薬草として用いてきました。

漢字では、｢蒲公英(ほこうえい)｣と書き、生薬

として中国の古典にも登場します。日本でも、

民間薬としてタンポポコーヒーは有名です。

　洋の東西を問わず先人達がタンポポの特に

根の部分に健胃などの効能を見出しているの

はおもしろいですね。
セイヨウタンポポ　　　撮影：川内市



WANTED

ヘイケボタルヘイケボタル

ゲンジ

ヘイケ

ヘイケボタルの住む水田・水路

ヘイケボタル：全長約１０㎜、胸の太い縦縞が特徴

０.５秒周期で連続して数回光る

約２秒周期（関西型）でゆっくり光る

光
り
方

光
り
方

を探してを探して 
います！います！

ゲンジ 
ボタル

ヘイケ 
ボタル

成体成体成体 卵卵卵

幼体幼体幼体 幼生幼生幼生

森林ビオトープ 湿地ビオトープ

保全のポイント
　　森林や雑木林の中または隣接する所に、冬 
　でも水が枯れない湿地があること。それらを 
　自由に移動できること。３面コンクリート側 
　溝だと、乾燥する上、変態した幼体はもちろ 
　ん、成体も這い上がることができません。素 
　掘り水路にするか覆土を行い、さらにゆるや 
　かな斜面やスロープのような、カエルが自由
　に移動できる構造が必要です。（宅間 友則）ゆるやかな斜面

森林、雑木林、 
竹やぶなど

森林、雑木林、 
竹やぶなど

ニホンヒキガエルニホンヒキガエルビオトープビオトープビオトープビオトープ 保全保全保全保全身近な 
生物の
身近な 
生物の
身近な 
生物の とととＢｉｏｔｏｐＢｉｏｔｏｐ

ビオトープ（Biotop）：生きものの生息・生育空間。例．浅池ビオトープ、湿地ビオトープ、草地ビオトープ

　ニホンヒキガエル：最大１８㎝にもなります。産卵期以外、あま
り水辺には出てきません。ジャンプも得意ではなく、歩いて移動し
ます。変態したばかりは全長１㎝くらいで、真っ黒です。

湿地：水深は浅くて良いが、
冬場も枯れないこと

　最近川内川ではあちこちでゲンジボタルが見られ、多く
の人々の目を楽しませています。それに対し、ヘイケボタ
ルはほとんど見られなくなってしまいました。生息地であ
る水田や水路の整備による、生息環境の悪化が主な原因と
考えられます。今のところ川内市では高江町・水引町で確
認していますが、どこか別の地域でヘイケボタルを見られ
た方、ぜひご一報下さい。　　　　　　　　（徳永 修治）

　ニホンヒキガエルは産卵（卵）期と幼生（オタマジャクシ）期は「湿地ビオトープ」、変態した後の幼体・
成体期は主に「森林ビオトープ」で生活するので、これらビオトープを自由に移動できる環境が必要です。竹 
やぶや雑木林にも生息するため、昔は家の裏山などでも見られる身近なカエルだったようです。



ﾌﾞﾗｯｸ ﾌﾞｯｸ
分布

形態

生態

ブ

◆身近な環境・生物などについて年４回、季刊として発行しています。ご意見、ご感想、また環境や生物に関する質問など、
お待ちしております。次回Vol.11は2004年7月上旬発行予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集室一同）
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寺山から眺めた川内市街地（中央を流れているのが川内川）
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